
電子図書館の花火は上がるか?

インターネットで見る「 オープン

論文など世界中からアクセス
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筑波大学的崩図書誌の電子 平成 9 (当時)から 書館推

進経費の配分を受けることになり、平成 10年の 1月にシステムを稼慢し

ってからというもの、仕様策定委員会が何度も開催され、

られるのと平行して、電子図書館のヂータベース等の構成、コンテンツ

討が続けられた。電子医書館システムの入札が終わってからも、電子図書館に登録する

コンテンツの著作権をどう処理するかの検討が積み重ねられ、その仕組みが作り上げら

し1った。同時に黄葉書等を始めとする

10年 1月のスタート

ある。

けて着々と められていったので

そして、この竜子図書館のスタ…トを記念して、システムお披露自の ニングセ

レモニーが、 3月 18日に盛大に開催されることになっ

1月にシステムが按撤した後も、ほっとする余裕もなくオ…ブニングセレそニ…の

鵠に敢りかかることになり、開催までの 3ヶ月の間には、華々しし

閤書詰職員たちの様々な努力の接み霊ねがあった。そんな裏方としての苦労話を少し綴

ってみようと患う。

コンγ ンツもお色直し

リンク集J、 jの4つの

カテゴソーに分けて構成されることになっていた。 f ムjと

して構想、されたこともあり、 f全文靖報Jのコンテンツの中

報、すなわち学位論文、科学研究費や大学説自のプロジェクト

類である合全文情報のもう一つの柱となる嚢童書についてはすでに電子化が始まって

り、電子図書館のスタート時にはある桂度のコンテンツが用意されていた。これらのコ

ンテンツについて辻、入力に関するいくつかの間題があったものの、それさえクリアー

とは時間とともに順調に蓄積されるものであった。

しかし、通常の電子図書詰コンテンツとして咋成される タは、モノクロ
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棋であった。オ…ブ。ニングセレモニ…に辻、できればカラーの富後データが欲しい。急

カラーの画像ヂ…タを作成することになった。この時に作成したのが、エミ…ノレの

初抜本の口絵のカラ一面橡で、これはその後も唱子国書館のデそンストレーションに

ることになる。

オーフpニング用に特別のデータを用煮するのは、若干問題もあったかもしれないが、

ゆれがその後の高精細臨橡データ作成につながったのだとすると、けがの功名とも言え

るのかもしれない。

示llipsは何を意味するか

システム (OPAC)は、電子毘書館システムの導入前から TULIPS

(Tsukuba University Library Information Processing System)として親しま

れてき

し1うこと

群

電子図書館システム

つ そこで、こ

り、この TULIPSの紫称を残したいと

らわす新しい

ることにした。 けでなく、 七、

らもいくつか寄せち

Tsukuba University Landmark Intelligent Power Station 

Tsukuba Ubiquitous Library Integrated for Progressive Services 

等の芙文名称があったが、最終的に物理学系の宇)11 

Tsukuba University Library digitized Information Public Service 

されることになった。

今はやりの Ubiquitous がもう既にこの時に能われていたのには驚かされる。が、

この当時にはまだ digitize のほうがイメージされやすかったのだろう。

また、英文名称の応募と問時に、このもllipsをモチーフにしたロゴを作ることも

され、 j志募作品から選ばれたロゴは現在も筑波大学昭震国書錨の WEBページを飾って

いる。
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iのところがチューリップのアクセントとなっているのだが、この iは同時に

Intelligentや Informationの iでもあるとのこと Cめつ

れらの英文名称、口ゴはオープニングセレモニー

ることになる。

され、オーフ。ニン レモ

オープニン そレ

と進められていった。セレモニーで

が行われ、ぞれに続いてシステ

このようにオ…プニングセレモニーの

は、記念式として、引llipsの英文名称と口
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要やデータベースの内容等の紹介、デモンストレーションが行われることになっていた。

そこで、また、問題が。普通、オーフ。ニングのセレモニーにはテーフカットがつきも

のだが、電子図書館だけにテープカットでは似合わない。それでは、とシステム起動式

を行うことになった。しかし、セレモニーで、本当にサーバーを起動するわけにもし 1かな

い。結局、パソコンの画面上に電子図書館のスタートをイメージする画面を映し出すこ

とで、起動式とすることになった。そのプログラムを起動するキーを押してもらうのだ。

さて、どんなイメージを画面に出せばいいのだろう、考えあぐねたあげく、私は、電

子図書館のスタートを祝う花火を上げることにした。キーを押すと「祝筑波大学電子図

書館」の文字とともに画面に花火が上がる、その後に川市TWブラウザーが立ち上がり、

そこには電子図書館のトップページが表示されている。しかし、その花火が上がるのと

ブラウザーが立ち上がるタイミングが難しい。あまり早すぎても余韻がない。なかなか

うまくタイミングを制御できなくて、花火を打ち上げてばかりいる日が何日か続いた。

そして、オーフ。ニングセレモニーの当日がやってきた。システム起動式は、江崎学長

をはじめとする、列席のお歴々らによって行われた。電子図書館のスタートのキーが押

されるたのだ。

しかし、電子図書館を祝う花火が見事打ち上がったかどうか記憶がさだかではない。

私の記憶に残っているのは、セレモニーがすべて終わったその夜、後片付けも一段落

したなかで、パソコンの前に座り起動のキーを押し、画面に打ちあがった花火をみなが

ら心地よい疲労感に満たされていたことだけだ。

(おかべ・こうすけ 図書館部情報管理課図書受入係長)
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